
　
就
任
ご
あ
い
さ
つ

吉
田
地
区
住
民
自
治
協
議
会
　
会
長
　
水
内
　
和
義

平
素
よ
り
吉
田
の
皆
様
に
は
、
住
民
自
治
協
議
会
の

事
業
推
進
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
、
評
議
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
、
承
認
を
い

た
だ
き
会
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
職
責

の
重
み
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
一
杯
で
す
。
職
務
に
あ
た
り
ま
し
て
は
皆
様

方
の
お
力
添
え
を
賜
り
な
が
ら
、
鋭
意
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
影
響
で
、
令
和
２
年
度
の
事
業
は
、
夏
ま
で
中

止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
態
と
な
り
ま
し
た
。

幸
い
な
こ
と
に
我
が
吉
田
で
は
未
だ
感
染
者
が
出
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
目
に
見

え
な
い
ウ
イ
ル
ス
が
い
つ
襲
っ
て
く
る
か
わ
か
ら
な
い
誠
に
や
っ
か
い
な
病
原
体

で
す
。
緊
急
事
態
宣
言
は
解
除
さ
れ
ま
し
た
が
、
安
全
安
心
と
な
っ
た
訳
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
第
二
波
、
第
三
波
が
必
ず
く
る
と
い
う
専
門
家
の
発
言
も
あ
り
ま

す
。
私
達
は
只
々
終
息
を
願
う
ば
か
り
で
す
。
次
の
一
手
が
な
い
状
態
に
あ
り

ま
す
。

秋
以
降
の
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
状
況
を
見
な
が
ら
で
は
あ
り
ま
す
が
順

次
実
行
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
手
挟
に
な
っ
た
住
自
協
事
務

所
の
移
転
、
放
課
後
子
ど
も
総
合
プ
ラ
ン
の
見
直
し
、
地
域
た
す
け
あ
い
事
業
に

係
わ
る
福
祉
有
償
運
送
事
業
の
充
実
、
昨
年
の
台
風
19
号
の
豪
雨
災
害
に
見
ら
れ

る
自
己
研
鑽
等
や
る
べ
き
仕
事
は
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

吉
田
地
区
住
民
自
治
協
議
会
は
「
地
域
で
出
来
る
こ
と
は
地
域
で
」
「
自
分
達

で
出
来
る
こ
と
は
自
分
達
で
」
を
基
本
理
念
と
し
て
、
吉
田
地
域
が
賑
わ
い
の
あ

る
活
気
あ
る
住
み
よ
い
街
づ
く
り
に
向
け
、
関
係
各
部
会
及
び
協
力
団
体
の
皆
様

と
共
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
支
援

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
私
の
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

東
部
中
学
校
生
徒
会

女
子
副
会
長
　
坂
本
　
莉
子
　

地
域
へ
の
日
頃
の
恩
返
し
が
で
き
れ
ば
と
思

い
、手
作
り
マ
ス
ク
と
銀
杏
を
か
た
ど
っ
た
石

鹸
を
お
贈
り
し
ま
し
た
。明
る
い
吉
田
の
街
に

戻
っ
て
ほ
し
い
と
い
っ
た
、沢
山
の
生
徒
や
保

護
者
の
思
い
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
機
会
に
中
学
生
が
地
域
に
貢
献
で

き
る
こ
と
が
他
に
も
な
い
か
考
え
て
い
き
た

い
で
す
。

沢
山
の「
あ
り
が
と
う
」を
込
め
て坂本莉子  徳間信太朗  倉嶋颯太

 副会長 　　副会長 　 生徒会長

寄贈された
手作りマスク・せっけん
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就
任
の
ご
挨
拶

副
会
長
　
井
澤
　
　
靖

こ
の
度
、
本
町
区

長
と
し
て
三
年
目
を

迎
え
、
吉
田
地
区
住

民
自
治
協
議
会
副
会

長
を
拝
命
い
た
し
ま

し
た
。
各
部
会
・
委
員
会
、
各
種
協
力
団
体

の
皆
さ
ま
と
の
緊
密
な
連
携
の
基
に
、
吉
田

町
住
民
の
皆
さ
ま
方
と
共
に
、「
災
害
に
強

い
街
づ
く
り
」、「
愛
さ
れ
る
故
郷
づ
く
り
」

等
に
貢
献
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
昨
年
は
台

風
十
九
号
の
災
禍
で
、
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
禍
で
日
々
翻
弄
さ
れ
、
平
穏
な
日

常
も
、
未
来
へ
の
歩
み
も
奪
わ
れ
、
漠
然
と

し
た
不
安
が
世
界
を
覆
っ
て
お
り
ま
す
が
、

「
人
間
万
事
塞
翁
が
馬
」
幸
不
幸
は
予
測
不

能
ゆ
え
に
、
今
こ
そ
暗
闇
の
中
で
未
来
へ
の

灯
を
見
出
す
努
力
を
続
け
た
い
も
の
と
考
え

ま
す
。
皆
さ
ま
か
ら
の
積
極
果
敢
な
発
信
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

副
会
長
　
押
見
　
善
一

こ
の
度
、
吉
田
地

区
住
民
自
治
協
議
会

の
副
会
長
に
任
命
さ

れ
ま
し
た
吉
田
横
町

区
長
２
年
目
の
押
見

善
一
で
す
。

住
民
自
治
協
議
会
は
、
数
多
く
の
事
業
を

実
施
し
て
お
り
、
さ
ら
に
吉
田
公
民
館
・
吉

田
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
こ
ど
も
総
合
プ
ラ

ン
等
の
長
野
市
か
ら
の
業
務
も
受
託
す
る
な

ど
重
要
で
大
き
な
組
織
で
す
。
そ
の
協
議
会

の
副
会
長
と
い
う
重
責
を
担
う
こ
と
に
な

り
、
区
長
経
験
の
短
い
者
と
し
て
は
不
安
ば

か
り
で
す
。

各
町
区
の
区
長
さ
ん
を
は
じ
め
、
各
委
員

会
や
各
種
協
力
団
体
の
皆
様
の
ご
指
導
と
ご

協
力
を
賜
り
、
吉
田
町
の
発
展
の
た
め
に
少

し
で
も
お
役
に
立
て
ま
す
よ
う
務
め
て
参
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

退
任
の
ご
挨
拶

前
会
長
　
塚
田
　
和
雄

平
成
か
ら
令
和
と

い
う
時
代
の
節
目
を

通
じ
、
三
年
間
に
わ

た
り
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

吉
田
地
区
の
皆
様
方
に
は
温
か
い
ご
支
援

と
ご
協
力
を
賜
り
、
お
陰
様
で
各
種
事
業
が

順
調
に
運
営
で
き
ま
し
た
こ
と
に
、
心
よ
り

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

世
界
が
初
め
て
経
験
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
が
流
行
す
る
さ
な
か
に
新
年
度
が
ス

タ
ー
ト
さ
れ
、
三
密
防
止
と
い
う
「
新
生
活

様
式
」
を
踏
ま
え
、
住
自
恊
の
活
動
も
地
域

の
皆
様
と
共
に
柔
軟
に
対
応
し
な
が
ら
乗
り

越
え
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

人
と
人
と
の
結
び
つ
き
を
大
切
に
し
た
賑

わ
い
と
活
気
溢
れ
る
吉
田
町
の
益
々
の
発
展

と
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し

上
げ
ま
し
て
、
退
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

退
任
の
ご
挨
拶

副
会
長
　
黒
岩
　
好
文

平
成
三
十
一
年
四

月
、
吉
田
住
自
協
副

会
長
を
拝
命
し
て
令

和
元
年
度
の
一
年
間

だ
け
の
任
期
で
あ
り

ま
し
た
が
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

副
会
長
と
し
て
、
住
自
協
の
舵
取
り
の
一

翼
を
担
い
職
責
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
の

か
疑
問
で
は
あ
り
ま
す
が
、
貴
重
な
体
験
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
令

和
二
年
度
に
入
っ
て
コ
ロ
ナ
禍
に
巻
き
込
ま

れ
、
住
自
協
の
行
事
も
概
ね
中
止
を
余
儀
な

く
さ
れ
、
新
役
員
の
方
々
に
は
大
変
な
舵
取

り
を
お
願
い
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
大
変
申

し
訳
な
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
太
田
区
長
と
し
て
、又
区
長
部
会
の

一
員
と
し
て
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、吉
田
町

の
発
展
に
尽
力
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

吉
田
公
民
館
　
館
長
兼

吉
田
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長

大
平
　
靖
長

本
年
四
月
一
日
か

ら
、吉
田
公
民
館
館
長

兼
吉
田
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
所
長
と
な
り
ま

し
た
鍋
屋
区
在
住
の

大
平
靖
長
と
申
し
ま
す
。生
ま
れ
は
、下
伊
那

郡
天
龍
村
、村
で
五
年
程
過
ご
し
、そ
の
後
、

吉
田
に
移
り
住
み
ま
し
た
。吉
田
小
、東
部

中
、吉
田
高
校
と
、こ
の
吉
田
で
育
ち
、吉
田

地
区
に
お
世
話
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

公
民
館
と
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
多
く

の
団
体
、サ
ー
ク
ル
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

が
お
い
で
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
教
育
・
学

習
の
場
で
あ
り
、
地
域
づ
く
り
活
動
の
拠
点

で
す
。
利
用
者
の
皆
さ
ま
に
喜
ん
で
い
た
だ

け
る
、
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
施
設
を
目
指

し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

吉
田
公
民
館
　
副
館
長
兼

吉
田
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
副
所
長

田
中
　
信
行

こ
の
度
、
吉
田
公

民
館
の
副
館
長
と
し

て
お
世
話
に
な
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

２
月
中
旬
か
ら
臨
時

職
員
と
し
て
数
日
間
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
前
任
の
柄
澤
副
館
長
か
ら
引
継
ぎ
を
受

け
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
公
民
館
の
経
験
が
な

く
勉
強
の
毎
日
で
す
。
さ
ら
に
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
公
民
館

が
閉
館
に
な
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
誰
も
経
験

し
た
こ
と
が
な
い
異
常
な
日
々
が
続
い
て
お

り
ま
す
。
大
平
新
公
民
館
長
を
補
佐
し
、
吉

田
公
民
館
が
住
民
の
皆
様
に
愛
さ
れ
る
施
設

と
し
て
運
営
さ
れ
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

吉
田
支
所
　
支
所
長
補
佐

柳
谷
　
修
弘

こ
の
度
、
吉
田
支

所
長
補
佐
と
し
て
着

任
し
ま
し
た
柳
谷
修

弘
（
や
な
ぎ
や　

の

ぶ
ひ
ろ
）
で
す
。

日
頃
、
吉
田
地
区
の
皆
様
に
は
、
市
政
へ

の
格
別
な
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

千
葉
県
生
ま
れ
千
葉
県
育
ち
の
私
が
、
今

で
言
う
Ｉ
タ
ー
ン
で
長
野
市
に
や
っ
て
き
て

約
20
年
が
経
ち
ま
し
た
。
門
前
町
と
し
て
情

緒
あ
ふ
れ
る
街
並
み
と
、
市
街
地
か
ら
少
し

足
を
延
ば
せ
ば
豊
か
な
自
然
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
る
長
野
市
は
と
て
も
暮
ら
し
や
す
い

ま
ち
で
す
。

そ
の
な
か
で
も
、歴
史
あ
る
吉
田
地
区
は
、

公
共
交
通
の
利
便
性
も
よ
く
、多
く
の
有
形
・

無
形
の
文
化
財
が
存
在
す
る
魅
力
的
な
ま
ち

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

私
は
、「
地
域
き
ら
め
き
隊
」と
し
て
、
吉

田
地
区
の
皆
様
に「
住
ん
で
よ
か
っ
た
」「
住
み

続
け
た
い
」と
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
微

力
な
が
ら
一
所
懸
命
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
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令和２年度　主な事業計画

　中心組織として関連機関等との連携・協議・調整を行う。
・長野市住民自治協議会理事会、各種会議、行事への出席
・各種要望、募金の取りまとめ
・先進地視察研修
・吉田地区防災訓練　・住民自治協議会だよりの発行

防災・防犯委員会
・吉田地区防災訓練　・各種行事における警戒警備
・地域安全活動（振込詐欺・空き巣防止の街頭広報）
・大いちょうパトロール
交通安全委員会
・白線引き事業　・交通安全パトロ－ル、街頭指導
・各種行事における交通安全協力　・石碑周辺の整備・清掃

人権・同和教育委員会
・第20回人権を認め合う住民の集い（吉田小学校）
・各町単位の人権同和教育研修会　各町年間1回開催（必須）
育成会委員会
・風船バレーボールレクリエーション　5月24日（日） 中止
・第11回ドッジボール大会　6月21日（日）　中止
・たつみ祭り子ども広場　7月19日（日）辰巳公園　中止
・クリスマスフェスティバル　11月29日（日）ノルテながの
多目的ホール
青少年委員会
・第33回「吉田町青少年健全育成住民の集い」　１月31日（日）
・吉田地区防犯協会との合同パトロール
・学校、地域ボランティア活動
公民館委員会
・野球、ソフトバレーボール大会　6月７日（日）　中止
・2020吉田ふるさと夏まつり　踊り　7月18日（土）　中止
・第94回吉田町町民大運動会　10月４日（日）吉田小学校
・第34回吉田町文化祭　11月８日（日）
・吉田町俳句の日　11月８日（日）
・吉田町成人式、新年交歓会　１月11日（月・祝）
・環境学習会（冬鳥の観察会）　１月23日（土）

・ゴミゼロ運動　中止
・花いっぱい運動

　本年度の評議委員会は書面での議決を行い、令和元年度事業報告及び決算報告、令和２年度事業計画及び予算は、
原案のとおり承認されました。

・長野市資源再生センター等視察
・地域支援事業

・第二次吉田地区地域福祉活動計画の推進
福祉委員会
・福祉推進員研修会　・男性の地域デビュー
・福祉バザー（東急ライフわいわいドーム）
・地域福祉関係団体情報交換会　・コミュニティ広場
・福祉講演会　・お茶のみサロン事業
保健委員会
・健康講座、運動講習会（身近なものを使って自分の健康管
理）、健康食講習会（生活習慣予防）

区長部会 環境美化部会

福祉・保健部会

安全・安心部会

教育・公民館部会

令和元年度　吉田地区住民自治協議会一般会計　決算報告
平成 31年４月１日から令和 2年３月 31日まで

令和２年度　吉田地区住民自治協議会一般会計　予算
令和２年４月１日から令和３年３月 31日まで

収入の部 収入の部 （単位：円）（単位：円）

（単位：円）支出の部 支出の部 （単位：円）

項　　　　目 当初予算額 補正額 予算現額（A） 収入済額 (B) 増減(B)－（A）
1　公的補助収入 17,054,000 0 17,054,000 16,423,201 △ 630,799
　（１）地域いきいき運営交付金 14,554,000 0 14,554,000 14,554,000 0
　（２）補助金 2,500,000 0 2,500,000 1,869,201 △ 630,799
２　負担金収入 5,944,810 0 5,944,810 5,944,810 0
　（１）地区負担金 5,944,810 0 5,944,810 5,944,810 0
３　受託料収入 0 0 0 0 0
４　繰入金 0 0 0 0 0
５　雑収入 341,667 0 341,667 442,529 100,862
　前年度繰越額 6,259,523 0 6,259,523 6,259,523 0
合　　　　計 29,600,000 0 29,600,000 29,070,063 △ 529,937

項　　　　目 元年度予算額 内　　　　容
1　公的補助収入 16,210,000
（１）地域いきいき運営交付金 14,610,000 長野市からの交付金
（２）補助金 1,600,000 長野市から、長野市社会福祉協議会から
２　負担金収入 5,920,250
（１）地区負担金 5,920,250 15 地区からの負担金
（２）その他負担金 0
３　受託料収入 0
４　繰入金 0
５　雑収入 357,704 募金事務費、企業等からの協賛金
　前年度繰越額 3,412,046 前年度繰越金
合　　　　計 25,900,000

項　　　　目 元年度予算額 内　　　　容
１　区長部会 1,187,500 会議費、部会・諸団体協同事業、視察研修他
２　安全・安心部会 330,000 自主防災事業、白線塗布作業、石碑の管理費用
３　環境美化部会 541,000 花いっぱい運動、先進地視察研修他
４　福祉・保健部会 905,000 地域福祉活動計画推進、健康づくり講座
５　教育・公民館部会 2,425,000 人権・同和教育事業、育成事業、青少年健全育成事業、公民館事業
６　事務局費 11,070,000 人件費、自治活動保険料、会議費、備品消耗品費、複合機使用料、自治協だより
７　配分・委託料・補助金 7,054,370 15 地区への配分、団体への補助金、吉田ふるさと夏祭り
８　繰出金 300,000 福祉自動車特別会計（福祉有償運送事業管理運営）
９　予備費 2,087,130
合　　　　計 25,900,000

項　　　　目 当初予算額 補正額 予算現額（A） 支出済額 (B) 増減(A)－（B）
１　区長部会 1,047,500 0 1,047,500 856,731 190,769
２　安全・安心部会 315,000 0 315,000 95,232 219,768
３　環境美化部会 541,000 0 541,000 383,598 157,402
４　福祉・保健部会 871,000 0 871,000 562,581 308,419
５　教育・公民館部会 2,391,000 0 2,391,000 1,729,428 661,572
６　事務局費 13,130,000 △ 2,300,000 10,830,000 8,685,215 2,144,785
７　配分・委託料・補助金 7,257,630 0 7,257,630 7,005,086 252,544
８　繰出金 300,000 6,000,000 6,300,000 6,300,000 0
９　予備費 3,746,870 △ 3,700,000 46,870 40,146 6,724
合　　　　計 29,600,000 0 29,600,000 25,658,017 3,941,983

収 入 総 額 29,070,063 円
支 出 総 額 25,658,017 円
差 引 残 額 3,412,046 円

収入予算額 25,900,000 円
支出予算額 25,900,000 円
差　引　額 0 円
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令和２年度
吉田地区住民自治協議会役員等・顧問・相談役

令和２年度　区長部会名簿

役　職　名 氏　名
会 　長 水内　和義
副会長 井澤　　靖
副会長 押見　善一
区長部会　部会長 水内　和義
防災・防犯委員会　委員長 倉澤　光朗
交通安全委員会　　委員長 勝田　延雄
環境美化部会　部会長 宮下　栄治
福祉・保健部会　部会長 福澤　成則
福祉委員会　委員長 福澤　成則

保健委員会　委員長 今井　敏子

教育・公民館部会　部会長 山﨑　弘道
人権・同和教育委員会　委員長 滝澤　　昇
育成会委員会　委員長 金井　靖子
青少年委員会　委員長 北澤　美保
公民館委員会　委員長 山﨑　弘道
会計管理者 山岸　　亨
監　事 岡谷　利昭
監　事 牧野　延子
顧　問 三井　経光
顧　問 近藤　満里
相談役 霜田　市郎
相談役 塚田　和雄

町　　名 氏　　名
押　　 鐘 水　内　和　義
桐　　 原 小　林　治　男
上　　 町 宮　澤　敏　夫
吉 田 田 町 飯　田　雄　尚
吉 田 横 町 押　見　善　一
本　　 町 井　澤　　　靖
北 本 町 福　澤　　　弘
広　　 町 清　宮　利　花
小　　 町 黒　柳　文　男
吉 田 東 町 徳　武　高　標
中　　 越 山　下　輝　二
太　　 田 黒　岩　好　文
鍋　　 屋 丸　山　庄　蔵
原　　 町 小　松　悦　雄
西　　 堀 小　林　　　豊

吉田ふるさと夏まつり
中止について

　令和２年７月 18 日（土）19 日（日）開催予定
の吉田ふるさと夏まつりは、新型コロナウイルス感
染症拡大予防を考慮し中止することといたしまし
た。ご理解とご協力をお願い申し上げます。
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お知らせ

    (委員会）　　　　(部会）

吉田地区住民自治協議会組織図

（意思決定機関）

評議委員会
（総 会）

常任評議委員会

常設
議決機関

事務局

事務局長

次長
職員

（執行機関）

部会長 1名
副部会長 2名

（１名会計担当）

部会長 1名
副部会長 2名

部会長 1名
副部会長 1名

部会長 1名
副部会長 1名

部会長 1名
副部会長 3名

・長野市吉田小学校放課後子ども総合プラン管理運営委員会

・長野市吉田公民館・長野市吉田老人福祉センター管理運営委員会

（協力団体等）

総務人事委員会
（コンプライアンス小委員会含）

経営委員会
運営協議会

三役会

委員長 副委員長 会計担当

会計管理者

企
画
調
整
会
議

部会長 名

区長部会

部会長 1名

安全・安心部会

部会長 名

環境美化部会

部会長 名

福祉・保健部会

部会長 名

教育・公民館部会

顧　問
若干名

相談役
若干名

監　事
2名

委員長 副委員長 会計担当

委員長 副委員長 会計担当

委員長 副委員長 会計担当

委員長 副委員長 会計担当

委員長 副委員長 会計担当

委員長 副委員長 会計担当

委員長 副委員長 会計担当

委員長 副委員長 会計担当

委員長 副委員長 会計担当

防災・防犯委員会

交通安全委員会

福祉委員会

保健委員会

人権同和教育委員会

育成会委員会

青少年委員会

公民館委員会

吉田商工振興会

しなの鉄道北しなの線運営協議会

大イチョウ保存会

吉田地域整備開発促進期成同盟会

吉田地区白バラ会

赤十字奉仕団吉田分団

吉田地区民生児童委員協議会

吉田地区和楽会連合会

吉田地区保護司会

吉田地区更生保護女性会

吉田地区遺族会

手をつなぐ育成会吉田支部

東部中学校PTA(吉田地区）

吉田小学校PTA

湯谷小学校PTA(吉田地区）

・吉田児童センター(館長、支援員、補助員等）

　　　　　　　　　　　　　　［両施設兼務：コーディネーター］

・吉田小子どもプラザ(施設長、支援員、補助員等）

・吉田公民館(館長、副館長、職員）

・長野市吉田老人福祉センター(所長、副所長、職員）

吉田地区防犯協会

長野市消防団長野第八分団

（連携団体等）

浅川総合治水対策連絡協議会

長野交通安全協会吉田支部

吉田地区少年警察ボランティア
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